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VISSR赤外格子点データ作成処理について

VISSR IR Grid Data Processing

　　　前　田　紀　彦＊・高　橋　大　知＊

Norihiko Maeda* and Taichi Takahashi*

　昭和53年４月のＧＭＳの運用開始以来，気象衛星セン

ターでは観測データに各種の加工を施して内外の利用者

に提供してきた。

　アナログの雲画像としては，可視および赤外の全球，

部分，二千万分の一のポーラステレオ等の形のデータを

ほぼリアルタイムに作成し気象庁をはじめ, M-DUS,

S-ＤＵＳ等の利用局へ配信している。

　VISSRデータを計算機処理して算出される気象データ

として，風ベクトル，海面水温，雲量分布等がありこれ

らは国際通報式によるＡ／Ｎ形式，あるいはプロッター

図として気象庁へ送付され利用されている。

　さらに，雲画像の動画，主要雲系の雲頂高度，風ベク

トル等のデータをあわせて総合的に画像解析を行い，雲

解析図を作成し，無線（ＪＭＧ）ならびに有線（ＣＤＦ）の

ファクシミリにより気象官署等へ配信している。

　以上の三種類のデータはすべて，気象衛星センターに

おいてかなりのデータ処理，または解析を行い利用者側

へ提供しているものである。

　なお, VISSR生データ（キャリブレーショソデータ，

位置あわせデータを含む）は保存されているので，事後

調査等でオリジナルデータを使うことも可能である。

　データの利用形態のもう一つとして，センサーから

は，準リアルタイムにできるだけ生データに近い形でデ

ータを送り出し，利用者側で処理するという方法があ

る。この場合，一般には生の画像データはデータ量が膨

大なため難しい。 ＧＭＳ搭載の放射計（VISSR）では，

一回の観測により得られる地球画像は

赤外:2500ヲイソ×6688画素/ライソ= 16,720,000画素

可視:10,000ライソ×13.376画素/ライソ= 133,760,000

　　　画素
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のデータで構成されている。各画素は可視６ビヅト(o～

63レベル)，赤外は８ビット(0～255レベル)の情報を持

つ。

　この膨大なデータ量のため，オリジナルな分解能のデ

ータを準リアルタイムに気象衛星センター以外の場所で

利用することはデータ伝送上の制約から無理である。

　しかし，このようなデータ利用は利用技術の開発上も

重要なことで，その一つの解決策としては，何らかの形

でデータを圧縮しデータを減らすことが考えられる。

　ここに述べるVISSR赤外格子点データはこのような方

向の試みの一つであって，昭和53年10月の気象庁電子計

算室からの要望に応じたものである。モの利用目的は，

VISSRデータを

　(1)水蒸気量を推定し数値予報の初期値として使う。

　(2)航空用悪天予報図の作成に利用する。

等の技術を開発するためであった。

　気象衛星センターでは早速検討グループをつくり，圧

縮の方法，出力項目，出力形態等について電子計算室と

打合せながら検討をすすめた。

　その結果，出力データとしては，緯経度各１度の格子

毎に鉛直方向には400 mb 以下, 400～500 tnb, 500～

600 mb, 600～700 mb, 700 mb 以上の５層の雲量，震

域の輝度温度の平均，最低ならびに標準偏差が選ばれ

た。　　　　　　ン

　気象衛星セン,ターでは処理プｇグラムの開発を，昭和

54年４月に着手，８月～９月にはバッチ系内試験，オソ

ライソ系試験およびアデス結合試験が行われた。

　以上のテストの後仮運用をへて10月から１日２回の本

運用に入った。このデータをVISSR赤外格子点データ

と呼んでいる。

　観測時刻は，2300～2330Ｚ，および1100～1130Ｚのも

ので前記データを算出し，国際気象通報式FM47-V

GRIDを用いてセンタ,一側オソライソ系計算機を経て直

接Ｃ-ＡＤＥＳＳへ送信し，電子計算室へ届けている。
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これによるデータ圧縮量は約200分の１である。

2.　VISSR赤外格子点データ作成処理の概要

　GMS VISSRの赤外データから格子点データを作成す

る処理の流れを図１に示す。

　処理範囲は，北緯50°～南緯50°，東経90°～西経170°

で囲まれた領域である。算出する要素は緯経度各１度の

格子の領域毎の

　(1) 400 mb 以下の雲頂高度の雲量（ＭＣ400）

　（2）500 mb～400 mb の雲頂高度の雲量（ＭＣ500）

　（3）600 mb～500 mb の雲頂高度の雲量（ＭＣ。）

　(4) 700 mb～600 mb の雲頂高度の雲量（ＭＣ７,0）

　(5) 700 mb 以上の雲頂高度の雲量（ＭＣＳ）

　（6）格子内の雲部分の輝度温度の平均値（ＴＭＥＡＮ）

　（７）格子内の輝度温度の最小値（ＴＭＩＮ）

　（８）格子内の輝度温度の標準偏差（TSIG）

である。本処理は上記のデータ作成配信処理と，各層の

雲量算出のための５層境界温度作成処理から構成され

る。

　2.1.　5層境界温度作成処理

　前項で述べた各層の無量をVISSR赤外データから算出

するためには，観測された各画素の示す温度がどの層に

あてはまるかを決めなければならない。このためには処

理領域の全域について気温の鉛直分布，すなわち，高度

400 mb, 500 mb, 600 mb, 700 mb および地表面の温度

を知る必要がある。　しかし乍ら現在, GMSのカバー範

囲全城にわたって大気の鉛直気温分布データを（実況解

析あるいは予測結果として）本処理に利用できる時間内

に入手することはできない。そこで本処理では気象衛星

センターで用意した気候値すなわちＧＭＳ鉛直分布気候

データ(GMSSAと略称している〉を用い，これと比較

して実の存在高度識別用のしきい値温度を求めている。

　すなわち，５層境界温度作成処理においては，統計的

鉛直気温分布データGMSSA,これから作成されている

統計的水蒸気データおよびＧＭＳシステムで作成した前

句の広域放射海面水温データを用いて，句毎に

　（1）雲底高度の温度（下層雲か地表面かを区別するた

めのしきい値として用いる。）

　(2) 700 mb 高度の温度

　（3）600 mb 高度の温度

　(4) 500 mb 高度の温度

　(5) 400 mb 高度の温度

の各層の温度を1°×1°格子毎に作成している。
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図1.格子点データ作成処理のフロー

　2.1.1.　雲底高度温度の作成

　赤外データの各画素が下層雲を示すのか，地表面を示

すのかを見分けるためのしきい値（ＣＴＬと書く）とし

ては, GMSシステムの広域放射表面温度処理で得られ

る海面水温データ(TS)を参照し大気減衰補正（∠ＩＴｂ）

を施こして次式のように求めている。

　　　　　　　ＣＴ，＝ＴＳ-∠iTs-∠iTS

　ここでｊ７．は天頂角∂,海面温度７Ｓ水蒸気量Wih),

高度lzの関数としての統計的補正近似式で求められる

大気減衰補正量を示す。この近似式は次のようなもので

ある。

　　　jTs=(fli sec*∂十fljsec∂十α×{((1－ｊ(ＴＳ)

　　　　　　(ａ４－a6hl(al－TS))十AiT$}(a,W{h)十a,W(hy}

　　　　　　A(TSy = a,/{(flio-７Ｓ)゛十･z9}

　　　　　　W(h) = Wo exp (-anh^- a^zh)

　　　　また, JTSは雲底高度と表面温度との間では一定
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の温度差をもっていると

　但し，陸誠においては

用しているので後述のよ
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して設定されている。

値の1000 mb の温度を採

1低い。

　2.1.2.　各層のしきい値温度の作成

　GMSSAでは50°Ｎ～50°S, 90°Ｅ～170°Ｗの範囲に

ついて緯経度5°毎の格子点領域に対し１年の各月毎に

鉛直気温分布データとして1000, 850, 700, 500, 300,

200, 100 mb の各指定気圧面の気温が用意されている。

　これらから５層のしきい値を作成するため, 700 mb,

500 mb, 300 mb のGMSSAデータに対しまず大気減

衰補正を施こし，次に5°格子の600 mb, 400 mb の気

温の線形内挿値を求めている。これらのデータから次に

1°格子の値を線形補間により求めている。また大気減

衰補正に使用する水蒸気量はＧＭＳＳＡから得たものを

用いている。

　2.2.　格子点データ作成

　前述のように北緯50度から南緯50度，東経90度から西

経170度の範囲を緯経度各１度ごと, 100×100の格子点

に分け，各格子の1°×1°の領域は格子点を中心とする

矩形で近似している。

　VISSR ・ IR 画像データは，北から一走査線ごとに読

み込みその走査線と各矩形領域との交点を求め，２交点

の荷の画素をその領域内の画素とする。領域内画素と判

恵庭Jμこ画素は，輝度レペルから相当黒体温度（ＴｆｉＢ）

に変換される。　ここで前述の五層境界温度データを用

いて，

　・高度400 mb の気温以下の相当黒体温度（Ｔｂｂ）であ

　る画素数（IC400）

・高度500 mb の気温以下の相当黒体温度（Ｔｂｂ）であ

　る画素数（IC500）

・高度600 mb の気温以下の相当黒体温度（Ｔｂｂ）であ

　る画素数（IC600）

・高度700 mb の気温以下の相当黒体温度（Ｔｒｂ）であ

　る画素数（IC700）

・海面判別用しきい値温度以下の相当黒体温度(Tbb)

　である画素数（ICS）

・格子領域内に含まれる全画素の相当黒体温度（Ｔ^ＢＢ）

　の和（TSI）

・格子領域内に含まれる全画素の相当黒体温度(Tbb)

　の自乗和（TS2）

・海面判別用しきい値温度以下の相当黒体温度{Tb。）

　の画素の温度の和（TS）

・格子最低温度値（ＴＭＩＮ）

・格子領域内の全画素数（IA）

を算出する。以上は, VISSRの正常に観測された走査

線についてのみ行なわれるが，受信ミス，ライン抜け等

の異常走査線も含めたものである，

・領域内全画素数(IAE)

も算出する。

　各格子点領域に必要な数だけ走査線を読みおえると，

次式により，格子点データを求める，

　ＭＣ400―IC400μj4．100

　ＭＣ500=(IC500一IC400)/M*100

　MC600＝(IC600－IC5o,)μｊ＊100

　MC700＝(IC700-IC6oo)/M*100

　MCS= (ICS-IC7０0)/M*100

　TME AN=TSμcs

　TSIG＝へＪＴＳＪＩＡ－(７ＳＩ/Ｍ)2

この場合, IA/IAEが0.5以下ならぱ，この格子点のデ

ータを無効として，“/”を出力するようにする。

3｡　おわりに

　本処理の開始後，作成された格子点データはアデス経

由で電計室へOOZ, 12Zに送られているが，電計室で

はこのデータを水蒸気場の解析等に利用する試みを続け

ている。（電計室報告）

　電計室での，当初の試みは衛星の雲量データから，雲

量と水蒸気量を結びつける経験式を用いて水蒸気量を推

定するという方法であったが，その後，雲量データと同

時観測のソソデデータとを収集し雲量データを層別化し

対応する水蒸気の鉛直分布を統計的に求め，これをボー

ガスデータとして客観解析に入れるという技術の開発が

進められているもようである。

　本処理開始当初電計室との打合せにおいて下層雲であ

るか地表面を示すのかを識別するのが難しいことから，

陸上での格子点データについては信頼度が低いと考えら

れることを説明し，その前提にたってデータ利用を図っ

てもらうことで了解されたのであったが，今後全球規模

の数値解析予報データが入手できるようになれば，しき

い値としてＧＭＳＳＡにかえて使用することによりVISSR

赤外格子点データの信頼度も陸上においては勿論海上に

おいても向上することが出来るだろう。

　なお，本プログラムの開発に当って処理概要の検討会

を電子計算室から久保田＊，菊地＊＊，遠藤＊＊の各氏が，

また気象衛星センターからは清水＊＊＊，前田，高橋　，

浜崎＊＊＊が参加し数回行った。

　＊気象研究所予報研究部

　＊＊予報部電子計算室

＊＊＊予報部予報課
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　本プロダクトが現業的に出力され始めてから５年にな

ろうとしている。この間，電子計算室でこのデータ利用

方法の検討が進むにつれ，参照文献として使えるような

解説の印刷が望まれるようになったが，筆者等の多忙の

ため今日迄乗せなかった。
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